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葛西人工海浜底生生物調査

　―葛西海浜公園・東なぎさ―

平成10年 6月

「人工干潟」実態調査委員会「人工干潟」実態調査委員会



１.　はじめに

広島港五日市の「人工干潟」の実態調査に続いて、もうひとつの“成功例”といわれる、東京

湾葛西の「人工渚」を調べようということになった。

五日市での第1印象は、そこにあるのは“干潟”というより“砂浜”であった。

波で流失してやせ細った感じだがきれいな砂浜で、これが「人工海浜」をめざしていたという

なら、納得できそうなものだった。

また、説明を受けた県の港湾課担当者や、野鳥の会の方、私たちが参考にした論文の著者など

から伺ったところ、何しろ10年も前に、全国に先駆けて取り組まれたという、「人工干潟」

による環境復元への熱意や、その後の試行錯誤しながらの継続した取組みや誠意ある事後調査

など、ＮＧＯと行政が協力しての実践には頭が下がる思いだった。

さらに、造成の前に、干潟の実態調査で野鳥と底生生物をしっかり把握されており、そこから、

コメツキガニやアナジャコ、ヒドリガモなどの、消失前の干潟がもっていた特性を象徴する優

占種の復活を、「人工干潟」のめざすべき機能として、明確にされていた点にも教えられた。

東京湾葛西でも、江戸川、荒川河口地区の干潟消滅に対する代償として、人工的に干潟を造成

する実験を繰り返したあと、あえて海浜公園の一部を「人工渚」として、しかも、人が入って

楽しむための「西なぎさ」と、人を立ち入らせず、自然の力による環境の復元をまつ「東なぎ

さ」と目的を明瞭にしつつ、あくまで謙虚に構えておられる点に好感をもっていた。

また、事前事後の調査も充実していて、10年経過後の生物量から推定される浄化機能が自然の

干潟の3分の1程度であること、洪水などの影響を受けやすく、安定した生態系の復元までに

まだ長期間を要することなどが報告されている。

しかし広島での経験から、自分の目で見て、手で掘ってみることが、良く理解するために絶対

必要なことと学んだので、東京都の協力を得て現地調査をさせていただいた。

当日雨になり、潮の都合で上陸に苦労するなど、関係した方々のご苦労に心から感謝しつつ、

その調査結果を報告したい。

「人工干潟」実態調査委員会、現場調査班代表　辻　淳夫（藤前干潟を守る会）
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２.　調査概要

　近年、開発に伴い埋立等で急速に干潟が消滅していく中でミチゲーション（自然環境への影

響緩和策）の概念に基づき各地で人工海浜、人工干潟が整備されるようになってきたが、一口

に人工海浜、人工干潟といってもその立地、水域の状況、投入された砂泥の質や量、潜堤や導

流堤などの形状など、その環境条件は様々であり、従って生物相も自然干潟同様、個々の干潟

によってかなり異なるものと思われる。

　人工干潟の実態を知るためにはできる限り多くの事例を調査する必要があり、広島五日市人

工干潟に続き、葛西人工海浜（東なぎさ）で底生生物現存量調査および干潟深部のアナジャコ

類調査を行った。

　葛西海浜公園は東京都江戸川区南端の荒川と旧江戸川河口部に造成された人工海浜である。

この海域はもともと三枚洲と呼ばれる自然干潟を中心にした広大な浅瀬域であり、かつては海

苔養殖やアサリ・ハゼ等の沿岸漁業が盛んに行われていたが、開発に伴う埋立等により失われ

た自然海浜や干潟の代償として東京都によって整備されたものである。

　葛西人工海浜は東西２つのなぎさから成り、東なぎさ（30ha,うち砂浜10ha・浚渫砂泥投入）

は渚の生物や野鳥保護のため立入が禁止され、自然保護区となっている。一方の西なぎさ

（38ha,うち砂浜 15ha・山砂投入）は海の自然と人とのふれあいの場として解放され、開園以

来多くの人が訪れている。

　今回の調査にあたって、東京都のご好意により東なぎさへの立ち入り許可をいただき、生物

の採集を行った。

３.　調査方法

◎　調査地点

　底生生物の定量採集は下図に示すようにA,B,C の３地点で行った。A地点は最も潮が引いた

時点で現れた場所であり、B地点は石積み島堤の内側、C地点は導流堤に近い場所である。各

地点とも数メートルおいて２カ所ずつ、計６カ所で採集を行った。
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◎　調査日時

　　　1998年6月10日　10：00～14：00　　干潮　11：08　潮位15㎝（荒川ポイント）

◎　調査方法

　それぞれの調査地点内で任意の場所に一辺が 25㎝のコードラードを設定し、スコップで30

㎝の深さまで素早く掘り、1㎜メッシュの篩で少しずつ砂泥をふるい落とし、すべての生物を

拾い出した。

　採集した生物は10％ホルマリンで固定し、個体数および湿重量を測定した。
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A 地点調査状況

Ｂ地点調査状況

Ｃ地点調査状況



４.　調査結果

◎　底生生物現存量調査結果

　A,B,C各地点で一辺25 ㎝、深さ30㎝の潟土中から採集された底生生物の湿重量を測定し、

現存量を求めた。以下にその結果を示す。

各調査地点における出現生物の湿重量　　　　（単位：ℊ/㎡）

23

　　　　 調査地点

出現生物種類

A B C

1 2 1 2 1 2

軟体動物
二枚貝類 2174.4 1141.8 477.3

0.3

環形動物
多毛類 14.1 3.0 45.6 3.7 78.1 104.6

12.8 37.3 1.1

節足動物
カニ類 72.5 2.1

0.5 0.5

星口動物 6.4

半索動物他 3.4 1.0

合計 2207.7 1185.5 595.4 5.8 80.7 105.4

平均 1696.6 300.6 93.1
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各調査地点における出現生物個体数

　これらの結果より、各調査地点の特徴をまとめると以下のようになる。

・A地点

調査地点の中で、最も沖の地点である。現存量が他の地点に比べ、飛び抜けて多い。これはシ

オフキガイが多いためである。シオフキガイだけで、全体の湿重量の約 80％を占めていた。

個体数は少なかったが、アサリ、ゴカイ、ユムシ、ホシムシ類も見られた。

・B 地点

石積みの島堤の内側の地点。現存量はさほど多くないが、二枚貝類・ゴカイ類・カニ類など出

現した生物の種類は多かった。現存量には現れてこないが、B地点は干潟表面にアナジャコ類

の巣穴が多数見られる（下写真）。このため 30㎝以深でアナジャコ類が相当数生息している

と思われ、これらを加えると現存量はかなり大きくなると推察される。30㎝以深のアナジャ

コ類調査に関しては後述する。

・C地点

最も岸よりの地点。現存量が3地点中最も少ないが、個体数は最も多かった。これは、出現し

た生物の大半がゴカイ類であったためである。また、ウミナナフシ類、ニホンドロソコエビも

数個体見られた。

　A,B,C の調査地点の生物相にははっきりとした違いがあり、岸に近いほどゴカイが多く、沖

に向かうほど二枚貝が多くなる傾向が見られた。
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ゴカイ類の多いC地点の砂泥

B地点で見られた干潟表面の

アナジャコ巣穴

A地点 B地点 C地点

平均個体数

個体数/0.0625㎡
18 15 132

主要種 シオフキガイ ゴカイ科 イトゴカイ科



◎　葛西人工海浜（葛西海浜公園内）の生物相について

　葛西人工海浜における底生生物およびその浄化能については、木村賢史らが詳細な調査を行っ

ている(1991,1992)。それによると、葛西人工海浜およびその地先の底生生物は季節により種

類数、個体数が大きく変化し、全体に底質環境が不安定な状況にあること、さらに周辺の自然

干潟である三番瀬、盤洲干潟と比較すると、底生生物の種類数等が少なく、人工海浜の浄化能

は自然干潟の約3分の1であることが報告されている。

　今回の調査では、1地点の採集箇所数が少なかったため、調査で得られた結果がそのまま調

査地点付近の平均的生物層であるとは言えないが、東なぎさにおいて、沖合い（海側）の地点

(A地点)で二枚貝類の比率が高かったことから現存量が大きな値となった。また、個体数から

いえば、岸より（陸側）の地点ではゴカイ類が多く、さらに中間地点においてはアナジャコ類

の巣穴が多数確認されたことから、現時点において底生生物の生息環境は良好であると言えよ

う。しかし、碇ら（未発表）は西なぎさにおいて1971 年の造成前から造成期間中、造成後の

比較を行い、人工海浜の動物相が安定していないことを指摘している。特に湿重量で大きな値

をしめるアサリ、シオフキガイなどの二枚貝類の生息が年によって大きく変動すると報告して

いる。西なぎさと東なぎさでは投入された砂泥の質が異なり（前者は山砂、後者は浚渫砂泥）

砂浜の傾斜等の地形的条件も異なるため、同列に論じることはできないが、一方で、この海域

の二枚貝類は外部からの幼生供給によって群集が維持されていると指摘されており（風呂田 ･

1997）、現存量の大半を占める二枚貝類が外的要因によって増減することで、年により全体

の値が全く違った物になる可能性が大きい。こういった動物相の変動は、淡水の流入変動、青

潮の発生などこの海域の環境変動の影響によるものと推察され、現在良好である葛西人工海浜・

東なぎさの底生生物の生息状況も周辺海域の環境によって、変動する可能性が高いと思われる。
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各調査地点出現生物写真


